
事例内容・タイトル

出典

地方公共団体金融機構

団体名

事例区分 地域活性化 タグ

事例種類

・移住定住
・地域運営組織
・関係人口

広島県三次市

集落対策・集落支援員

移住者と地域のつなぎ役としての集落支援員

集落支援員　最近の取組事例紹介　令和５年度

団体の属性 一般市

事例№ 2394

公表年度 R5



広島県 三次市

人口 50,681人（高齢化率36.6％）※R2国調 過疎区分 全部過疎 設置状況 専任 ７名 兼任 ６名
集落対策と集落支援員活用のポイント

・集落の活性化のためには、集落の担い手の確保や外部の視点の取り入れが重要との考えのもと、移住・定住施
策を集落対策として推進。

・集落支援員が、移住者と地域のつなぎ役としての役割を果たしている。

市における集落対策の取組 集落支援員活用事例

○人口減少や高齢化が進む中で、集落の活性化のためには、集落
の担い手の確保や外部の視点の取り入れが重要との考えのもと、
移住・定住施策を集落対策として推進。

○市内19の住民自治組織が、集落支援員の配置希望から候補者
の推薦までを行い、市はそれを受けて委嘱。

○集落支援員は、地域情報の発信、移住相談、移住者同士及び
移住者と地域住民の交流促進、空き家バンクを用いた移住者
と物件のマッチングを行い、移住者と地域のつなぎ役として
の役割を果たしている。

○移住者を支援する組織が設立され、集落支援員が事務局機能
を担っている地域もある。

活動エリア 吉舎(きさ)地区
（中学校区）

属 性 70代男性
元教員

活動内容
○移住支援団体である「きさIJUネット」の設立に携わり、現在も事
務局業務を担っている。

○ポータルサイト「いざNOWきさ」を開設し、地区の魅力発信や移
住相談を実施。

○「きさを語ろうLIFE交流会」を開催し、移住者と住民の交流を促進。

○移住者の空き家物件探しのサポート（内見立ち会い等）も実施。

交流会 ポータルサイト

地区の基本情報

・人 口：3,177人
・世帯数：1,555世帯
・高齢化率：48.0%

（R6.2末時点）


